
番匠川水系流域治水プロジェクト

令和5年5月15日

(令和３年度から令和７年度の実施内容)

資料－２



集水域

河川区域

氾濫域

○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水
対策、「流域治水」へ転換。

○ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域
も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少さ
せるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

「流域治水」の施策のイメージ

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]
治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用
[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]
河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]
雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]
二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域土地のリスク情報の充実
[国・県]
水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信
避難体制を強化する
[国・県・市]
長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握
経済被害の最小化
[企業、住民]
工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定
住まい方の工夫
[企業、住民]
不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進
被災自治体の支援体制充実
[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化
氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]
排水門等の整備、排水強化

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策
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床木ダム(県)

小中尾ダム(県)

番匠橋

大中尾ダム(県)

黒沢ダム(県)

直川ダム(市)

堤防整備

橋梁改築

番匠川上流河道掘削

番匠川

堰改築

久留須川河道掘削

久留須川

井崎川

堤防耐震

堅田川

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

○ 令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、大分県南の主要都市である市街化された佐伯市を貫流する
ことで、浸水被害発生時に多大な影響があるという流域の特性を踏まえ、堤防整備、河道掘削、下水道整備等の事前防災対策を進めることで国管理区間
においては、現行河川整備計画の目標の平成17年9月洪水を安全に流し、それを上回る戦後最大の平成29年9月洪水でも堤防からの越水を回避し、流域に
おける浸水被害の軽減を図る。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

大分県

番匠川流域

熊本県

福岡県

宮﨑県

位置図

番匠川の番匠橋地点

平成29年9月洪水
床上浸水392戸、床下浸水588戸
※大分県管理区間含む

凡例

浸水範囲

（戦後最大のH29.9洪水実績）
大臣管理区間

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改築、橋梁改築 等
・下水道等の排水施設の整備

・利水ダム等５ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：大分県、佐伯市、土地改良区など）
・砂防対策
（砂防施設整備、急傾斜地対策、）
・森林整備・治山対策
(治山施設整備・森林整備)

・水田の貯留機能向上
・ため池の補強・有効活用
・内水被害対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・水位計・防災カメラの設置
・各種防災情報ツールの作成・普及
（マイ・タイムライン、避難経路危険箇所マップ、ため池 ハザード
マップ、大分県版マイタイムラインの活用促進）

・防災啓発活動
（水防災啓発活動の強化、防災訓練（風水害）、ＶＲでの防災意
識啓発、要配慮者利用施設の避難確保計画の作成)

・情報発信、発信する情報の改善・強化
（防災アプリ、メールによる情報発信、防災カメラの発信強化、
防災気象情報の改善・充実、中小河川における氾濫推定図・ハ
ザードマップの作成）
・防災教育・意見交換会の実施・講師派遣
（自治体向け防災対応ワークショップの実施、防災士養成研修への
講師派遣、マスコミとの意見交換会の実施、住民主体の避難
訓練への支援） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

井崎川

津久見市

提内川

築堤、護岸整備、拡幅、
橋梁架替、堰改築 等

築堤、護岸整備、拡幅、
橋梁架替、堰改築 等

久留須川

佐伯市

番匠川の小田地区

平成17年9月洪水
床上浸水103戸、床下浸水301戸

・

防災カメラ
(中村北町)

・・
柏江地区内水対策

泥谷地区内水対策

ひじや

ひさぎうち

下水道等の排水施設
の整備

■河川対策
全体事業費 約１８２億円
対策内容 高潮堤防整備、堤防整備、河道掘削 等

■砂防対策
全体事業費 約４６億円
対策内容 砂防堰堤工、擁壁工等

■下水道対策
全体事業費 約４億円
対策内容 雨水幹線整備等 ２

■被害対象を減少させるための対策

・排水ポンプ車による排水計画の策定

・計画の策定・改定
（佐伯市都市計画マスタープランの改定、佐伯市立
地適正化計画の策定）
・都市計画道路の見直し
・重要施設の移転
※今後、関係機関と連携し対策検討

雨水ポンプ場の整備

排水ポンプ車の排水状況 佐伯庁舎

河床掘削(久留須川 向船場地区)

おおいた防災アプリ地区防災講話

築堤、護岸整備、拡幅
橋梁架替 等

■グリーンインフラの取り組み 詳細次ページ
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番匠橋

番匠川上流河道掘削

番匠川

久留須川河道掘削

久留須川

井崎川

堅田川

津久見
市

佐伯市

・

堰改築

エコトーンの創出

塩性湿地の保全

連続性の再生

床木ダム(県)

防災カメラ
(中村北町)

アユの生息・生育・
産卵環境の保全

下水道等の排水施設
の整備堤防耐震

小中尾ダム(県)

大中尾ダム(県)

ひじや

黒沢ダム(県)直川ダム(市)

築堤、護岸整備、拡幅、橋
梁架替、堰改築 等

提内川
ひさぎうち

堤防整備

橋梁改築

築堤、護岸整備、拡幅、橋
梁架替、堰改築 等

エコトーンの創出

築堤、護岸整備、拡幅
橋梁架替 等

番匠川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

○番匠川水系は大分県南の主要都市である佐伯市を貫流し、ヨシやアラカシ、アユやカジカガエルをはじめとした動植物の豊かな生育、生息環境が多数存在し、「清流」
と言われるほど非常に水がきれいな川です。また、水辺を利用できる空間が多く存在し、水遊び、散策、カヌーにも活用され、佐伯市民の憩いの場になっています。

○番匠川の下流部においてアユの生息環境・生育・産卵環境を保全するため、今後20年間で瀬・淵を保全するなど、自然環境を有する多様な機能を活かすグリーンイン
フラの取組を推進します。

カヌー遊びで番匠川の魅力を発見

塩性湿地の保全

●治水対策における多自然川づくり
・塩性湿地の保全
・エコトーンの創出
・アユの生息・生育・産卵環境の保全
・連続性の再生

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
・小学生による環境学習、中学生による水辺利用（カヌー）

小学生の環境調査

アユの生息・生育・産卵の保全

0 5 1
0

20km
※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

【全域に係る取組】
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携支援

●グリーンインフラの取り組み 『清流番匠川の豊かな自然環境の保全』

大分県

番匠川流域

熊本県

福岡県

宮﨑県

位置図

多様な生息環境の保全

多様な生息環境の保全
連続性の再生

多様な生息環境の保全
連続性の再生

農地・農業水利施設を利用した流域の防災・減災の推進

※水田の貯留機能向上、ため池の洪水調節機能強化

【全域に係る取組】
・多様な生態系の保全
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番匠川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ・効果】（R3～R7）（短期）
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

4

R3年度

番匠川、井崎川、久留須川 佐伯河川国道事務所

井崎川、久留須川 大分県 R元～R25（井崎川）、R元～R30（久留須川）

提内（ひさぎうち）川 大分県

下水道等の排水施設の整備
中央排水区、駅前排水区、女島排水
区、百々谷川排水区

佐伯市

利水ダム等５ダムにおける事前放流等の実
施、体制構築

大分県、佐伯市、木立土地改良区

砂防対策 大分県

森林整備・治山対策
大分森林管理署
大分県
森林整備センタ－

水田の貯留機能向上 大分県

ため池の補強・有効活用 大分県、佐伯市

排水路土砂撤去 佐伯市

排水路修繕 佐伯市

内水被害対策 佐伯市

排水ポンプ車による排水計画の策定 内水被害箇所（実績） 佐伯河川国道事務所

計画の策定・改定・実施 佐伯市（大分県）

都市計画道路の見直し 佐伯市

重要施設の移転 佐伯市

雨水路整備 佐伯市

水位計・防災カメラの設置
佐伯河川国道事務所
大分県
佐伯市

各種防災情報ツールの作成・普及
佐伯河川国道事務所
大分県
佐伯市

防災啓発活動
佐伯河川国道事務所
大分県
佐伯市

大分県

大分県、佐伯市

佐伯市

大分地方気象台

佐伯河川国道事務所

大分県

大分地方気象台

対象 実施主体
工 程 (短 期)

氾濫を出来るだけ防ぐ・減
らすための対策

堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改築、橋梁
改築

R4～R7年度

被害対象を減少させるため
の対策

被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

情報発信、発信する情報の改善・強化

防災教育・意見交換会の実施・講師派遣

区分 対策内容 備考

R元～R25（井崎川）、R元～R30（久留須川）

H30～R9

R2.5.29に協定締結。以降運用開始。（床木ダム、小中尾ダム、大中尾ダム、
黒沢ダム、直川ダム）

流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する砂防設備及び地すべり防
止施設の整備
流域内の避難所・避難路を土砂災害から保全する急傾斜地対策、流木・土砂
流出抑制対策

流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する治山施設の整備、適切な
森林整備の実施による保水機能の維持・向上。

R4～普及・啓発

ため池の事前放流に関する普及・啓発（R2～）

佐伯市都市計画マスタープランの改定、佐伯市立地適正化計画の策定。

県：監視カメラ増設（８基）《R2～R3》

県：大分県版マイ・タイムライン

おおいた防災アプリ、県民安全・安心メール
（メール：Ｈ20～、アプリ：Ｈ30～）

中小河川における氾濫推定図、ハザードマップの作成（R3～R5）

地元防災士会等と協働した地域住民主体の避難訓練の支援（Ｈ３０～）

県：おおいた防災ＶＲの活用による住民の防災意識の醸成（おおいた防災Ｖ
Ｒ：Ｒ２～）
ＳＮＳを活用した防災情報の配信や啓発（防災啓発動画：Ｒ３～Ｒ６）

マイ・タイムライン、避難経路危険箇所マップ、

ため池ハザードマップの作成

R元～R25（井崎川）、R元～R30（久留須川）

H30～R9  (提内川)

雨水幹線整備等

R2.5.29に協定締結。以降運用開始。（床木ダム、小中尾ダム、大中尾ダム、黒沢ダム、直川ダム）市：事前放流は河川・ダム等の施設能力を上回る洪水の発生時におけるダム下流河川の洪水被害の防止・軽減を目的とする。

流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する砂防設備及び地すべり防止施設の整備。流域内の避難所・避難路を土砂災害から保全する急傾斜地対策、流木・土砂流出抑制対策。

流域内の渓流における土砂流出や流木を抑制する治山施設の整備、適切な森林整備の実施による保水機能の維持・向上。

R4～普及・啓発

ため池の事前放流に関する普及・啓発R2～

番匠川水系全域の排水路土砂撤去、修繕等の推進、柏江地区の内水被害対策事業の推進。

佐伯市都市計画マスタープランの改定、佐伯市立地適正化計画の

市：都市計画MPの中で防災・減災等に対応するため、優先すべき道路の実施に向けた変更等を行う。

国：マイ・タイムライン、避難経路危険箇所マップ 県：大分県版マイタイムライン 市：ため池ハザードマップ、ポスター・パンフレット

国：危機管理型水位計、簡易カメラの設置県：監視カメラ増設（８基）《R2～R3》

国：水防災啓発活動の強化 県：おおいた防災ＶＲの活用による住民の防災意識の醸成（おおいた防災ＶＲ：R2～）、ＳＮＳを活用した防災情報の配信や啓発（防災啓発動画：Ｒ３～Ｒ６） 市：水防訓練（風水害）、ＶＲでの防災意識啓発活動

おおいた防災アプリ、県民安全・安心メールによる防災情報の配信（メール：H20～ アプリ：H30～）

防災カメラの発信強化

毎年継続して行う取組み 防災気象情報の改善

小中学校への出前講座などの水防災教育の実施

地元防災士会等と協働した地域住民主体の避難訓練の支援（Ｈ３０～）

毎年継続して行う取組み：自治体向け防災対応ワークショップの実施、防災士養成研修への講師派遣、マスコミとの意見交換会の実施自治体向け防災対応ワークショップの実施、防災士養成研修への講師派遣、マスコミとの意見交換会の実施

振興局庁舎の移転・新設

中小河川における氾濫推定図、ハザードマップの作成（R3～R5）



床木ダム(県)

小中尾ダム(県)

番匠橋

大中尾ダム(県)

黒沢ダム(県)

直川ダム(市)

番匠川

久留須川

井崎川

堤防耐震

堅田川

番匠川水系流域治水プロジェクト【組織別】 (R3～R7)（短期）
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

凡例

浸水範囲

（戦後最大のH29.9洪水実績）
大臣管理区間

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 （佐伯市）
・水位計・防災カメラの設置
・各種防災情報ツールの作成・普及
・防災啓発活動
・情報発信、発信する情報の改善・強化

築堤、護岸整備、拡幅
橋梁架替 等

井崎川

津久見市

提内川

築堤、護岸整備、拡幅、
橋梁架替、堰改築 等

築堤、護岸整備、拡幅、
橋梁架替、堰改築 等

久留須川

佐伯市

・

防災カメラ
(中村北町)

ひじや

ひさぎうち

下水道等の排水施設
の整備

■被害対象を減少させるための対策 （国土交通省）
・排水ポンプ車による排水計画の策定

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 （国土交通省）
・堤防耐震

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 （佐伯市）
・下水道等の排水施設の整備
・利水ダム等５ダムにおける事前放流等の実施、体制構築

・ため池の補強・有効活用
・内水被害対策

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 （国土交通省）
・水位計・防災カメラの設置
・各種防災情報ツールの作成・普及
・防災啓発活動
・防災教育・意見交換会の実施・講師派遣

■被害対象を減少させるための対策 （佐伯市）
・計画の策定・改定
・都市計画道路の見直し
・重要施設の移転

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
（大分地方気象台）
・防災教育・意見交換会の実施・講師派遣
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■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（大分県）
・堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改築、橋梁改築 等

・利水ダム等５ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：大分県、佐伯市、土地改良区など）

・砂防対策
（砂防施設整備、急傾斜地対策）

・森林整備・治山対策
(治山施設整備・森林整備)

・水田の貯留機能向上

・ため池の補強・有効活用

■被害対象を減少させるための対策（大分県）
・計画の策定・改定
（佐伯市都市計画マスタープランの改定、佐伯市
立地適正化計画の策定）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（大分県）
・水位計・防災カメラの設置
・各種防災情報ツールの作成・普及
（マイ・タイムライン、避難経路危険箇所マップ、ため池ハザード
マップ、大分県版マイタイムラインの活用促進）

・防災啓発活動
（水防災啓発活動の強化、防災訓練（風水害）、ＶＲでの防災意
識啓発、要配慮者利用施設の避難確保計画の作成)

・情報発信、発信する情報の改善・強化
（防災アプリ、SNSの活用等による情報発信強化、防災カメラの
発信強化、防災気象情報の改善・充実、中小河川における氾濫
推定図・ハザードマップの作成）

・防災教育・意見交換会の実施・講師派遣
（自治体向け防災対応ワークショップの実施、防災士養成研修、
マスコミとの意見交換会の実施、住民主体の避難
訓練への支援） 等



※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

佐伯市

ひじや

番匠川水系（2級水系版）流域治水プロジェクト【位置図】 (R3～R7)（短期）
～佐伯市内の２級水系流域における被害軽減に向けた流域一帯のハード・ソフト対策の推進～

上浦方面

【大分県】

・砂防堰堤の整備（９箇所）

・急傾斜地崩壊対策施設の整備（４箇所）

・森林整備・治山対策（５箇所）

・水田の貯留機能向上に向けた普及・啓発

佐伯市

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

○令和元年東日本台風をはじめ、平成30年7月豪雨など全国的に近年激甚な水害が頻発していることを踏まえ、佐伯市においても平成9年、
平成16年、平成17年、平成29年と度重なる豪雨災害・台風被害を受けていることから、事前防災対策を進める必要があるため、以下の
取り組みを実施していくことで、過去の出水と同規模の洪水を安全に流下させるなど、各流域における浸水被害の軽減を図る。

【大分県】

畑の浦川 河道掘削

【森林整備センター】

・水源林造成事業による森林の整備・保全（６箇所）

【大分地方気象台】
・線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善
・地域における気象防災業務の強化

【大分県】
・水位計・防災カメラの設置
・防災啓発活動
（マイタイムライン、VRでの防災意識啓発）
・情報発信、発信する情報の改善
（防災アプリ、メールによる情報発信、中小河川における氾濫推定図）
・防災教育・意見交換会の実施・講師派遣
（防災士養成研修、住民主体の避難訓練への支援）

【佐伯市】
・水位計・防災カメラの設置
・防災啓発活動
（防災訓練、要配慮者利用施設の避難確保計画の作成）
・情報発信、発信する情報の改善
（メールによる情報発信、防災カメラの発信強化、中小河川における
ハザードマップの作成）

鶴見・米水津・蒲江方面津久見市

佐伯市

【佐伯市】

・準用河川、普通河川 護岸整備・堆積土砂の撤去

砂防堰堤等の整備

急傾斜地崩壊対策施設の整備

＜凡例＞

(砂防)福泊川(急傾斜)丸ばえ地区
(砂防)丸ばえ川

(急傾斜)海崎２号地区

(砂防)坂の浦川支川

(砂防)中村川1
中村川3

(砂防)奥川5

(砂防)竹野浦川3･4

(砂防)丑ヶ谷川

(急傾斜)河内地区

(砂防)元越川

(河川)畑の浦川

治山対策（渓間工・山腹工）

河川整備・河道掘削

森林整備（除間伐等）

(渓間工)車地区

(山腹工)丸バエ地区 (渓間工)長田地区

(渓間工)尾浦地区(渓間工)高坊地区
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(急傾斜)小福良５地区



番匠川流域における対策内容

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策内容
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R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改
築、橋梁改築

番匠川、井崎川、久留須川 佐伯河川国道事務所

R4年度～R7年度
区　分 対策内容 対　象 実施主体

工　　程

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

■大規模地震発生時の堤防沈下防止のため堤防の沈下対策を実施。

堅田川
番匠川

番匠川
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26
50

0

26
50

0

沈下防止のための矢板打設

矢板打設の打設位置



番匠橋

番匠川

井崎川

堅田川

■過去に発生した出水による対策として井崎川、久留須川、提内川の河川改修を実施。

久留須川における対策・取り組み

井崎川における対策・取り組み

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改
築、橋梁改築

井崎川、久留須川 大分県

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度 9

②（R3）河床掘削
着工前

元田橋

施工後

①井崎川

③久留須川

着工前 施工後

④（R3）河床掘削

久留須川

新細川内橋

②①

③

④

直川苑

大鶴橋



※令和３年５月写真

番匠橋

番匠川

提内川

堅田川

■過去に発生した出水による対策として井崎川、久留須川、提内川の河川改修を実施。

提内川における対策・取り組み

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

堤防耐震、河道掘削、堤防整備、堰改
築、橋梁改築

提内（ひさぎうち）川 大分県

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度
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番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

①起点側

着工前

施工後

③河床掘削(事業区間より下流部)

②終点側
①

②

③



R3年度

氾濫を出来るだけ防
ぐ・減らすための対策

下水道等の排水施設の整備
中央排水区、駅前排水区、女島
排水区、百々谷川排水区

佐伯市

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度

佐伯市公共下水道事業(佐伯処理区)

中央排水区

駅前排水区

長島排水区

女島排水区

池船排水区

百々谷川排水区

平成29年台風18号

平成30年台風24号

中央排水区

中央排水区

中央排水区

女島排水区

■佐伯市では市内中心部の公共下水道佐伯処理区域内の浸水対策に取り組み、雨水幹線及び枝線整備を実施している。令和
元年度には中央排水区に常盤雨水ポンプ場を建設した。現在、駅前排水区、中央排水区において、集中的に整備を進めている。
■また、気候変動の影響を踏まえた下水道による浸水対策を実施すべき区域や対策目標を定めた「雨水管理総合計画」につい
て、令和７年度を目標に作業を進めている。

駅前排水区

Ｐ

常盤雨水ポンプ場

都市計画区域

下水道区域

雨水幹線

計画

ＪＲ日豊本線

凡 例

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～
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○ダムによる洪水調節は、下流の全川にわたって水位を低下させ、堤防の決壊リスクを
低減させるのに加え、内水被害等を軽減させる有効な治水対策である。
○番匠川水系においても、緊急時に既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用
できるよう、事前放流の実施等についてダムの管理者及び関係利水者と治水協定を
令和２年５月２９日に締結している。

【番匠川水系既存ダム洪水調節機能強化に係る協議会メンバー】
国土交通省 佐伯河川国道事務所
大分県土木建築部、大分県南部振興局、
佐伯市、 木立土地改良区、
九州農政局、大分地方気象台

●

直川ダム

黒沢ダム

床木ダム

大中尾ダム 小中尾ダム

ダム名
※１

有効貯水
容量（万 ）

洪水調節容量
（万 ）

※２
洪水調節可能
容量（万 ）

水害対策に
使える容量
（万 ）

黒沢ダム 373 303 17.4 320.4

床木ダム 312 263 3.1 266.1

大中尾ダム 37.4 0 37.4 37.4

小中尾ダム 16.9 0 16.9 16.9

直川ダム 62.3 0 52.7 52.7

合　　計 801.6 566 127.5 693.5
※１ 総貯水容量から堆砂容量及び死水容量を除いた容量
※２ 水利用への補給を行う可能性が低い期間等において水位を低下させた状態とする貯水池運用を行うこと

により確保可能な容量を含む

○水害対策に使える容量（ダム） ・協定前：約570万 協定後：約690万 約120万 の増加

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

■既存ダムの洪水調節機能の強化

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

利水ダム等５ダムにおける事前放流等の
実施、体制構築

大分県、佐伯市、木立土地改良区

R4年度～R7年度
区　分 対策内容 対　象 実施主体

工　　程
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流域治水の取り組み（（水田の貯留機能向上））

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

水田の雨水貯留機能の強化を図り、周辺の農地・集落や下流域の浸水被害リスクの低減を図るため、田
んぼダムの取組みを促進する。

・R3より実証事業に着手。
・田んぼダムに適した堰板及び排水桝の検証。
・水田単位でデータ収集を行い、降雨時の雨水の貯留
効果の検証。
・県内３地区（由布、九重、宇佐）で実施。

・R3に検証した結果を踏まえ、排水路流域単位で県内
９地区（番匠川水系１地区（佐伯市弥生山梨子 １．９ha））
のデータ収集を行い、洪水抑制効果の検証を行う。

R３取組状況

R４取組内容
水田単位(R3)

R4実証事業箇所

14
17R3年度

氾濫を出来るだけ防
ぐ・減らすための対策

水田の貯留機能向上 番匠川流域 大分県

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度 13



流域治水の取り組み（（ため池の補強・有効活用））

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

農業用ため池の有する洪水調節機能を活用するため、流域内の７箇所のため池管理者に対し、事前放流の
取り組みを推進する。また、そのうち１箇所において堤体の耐震化を行い、洪水調節機能の強化を図る。

15
18R3年度

氾濫を出来るだけ防
ぐ・減らすための対策

ため池の補強・有効活用 番匠川流域 大分県・佐伯市

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度

堤体の耐震化を行い、農業用ため池
が有する洪水調節機能を強化を行っ
た

【防災重点農業用ため池の耐震化】

整備前 整備後イメージ

番匠川流域内の１箇所（大野谷池）の堤体の耐震化を行い、農業
用ため池が有する洪水調節機能を強化を図るため、今後、事業化
に向けた調査を行っていく。

【事前放流のR4実績】
台風前に管理者へ事前放流の
呼びかけを行い、延べ５箇所の
ため池で事前放流を実施した。
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※具体的な対策内容については、
今後の調査・検討等により変更
となる場合がある。

凡例

浸水範囲

（戦後最大のH29.9洪水実績）

佐伯市

16流域における対策（砂防対策：大分県砂防課）

公民館

【砂防】津志河内川2

大分県

番匠川流域

熊本県

福岡県

宮﨑県

位置図

対策前 対策後

【急傾斜】上ノ地地区

待受擁壁

【急傾斜】波越2号地区

保全人家８４戸

病院

至

佐
伯
Ｉ
Ｃ

上堅田小

県道
赤木吹原佐伯線

【砂防】山王谷川

砂防堰堤等の整備 ５箇所

急傾斜地崩壊対策施設の整備
２１箇所

地すべり施設の整備 １箇所

＜凡例＞

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

砂防対策 大分県

R4年度～R7年度
区　分 対策内容 対　象 実施主体

工　　程

津志河内川２ 細田地区 中山地区 高月地区
山王谷川 上ノ地地区 上久部地区
川原川第３ 白潟地区 大江灘２号地区
野中川 岸河内地区 久保２号地区
城西川 脇１号地区 大内地区

脇２号地区 八迫地区
長瀬地区 須平地区
宮ノ下地区 ２号市福所地区
佐土原地区 野添地区
波越２号地区 山口１地区
須留木地区

砂防堰堤の整備 急傾斜地崩壊対策施設の整備
地すべり
施設の整備
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豪雨災害の激甚化を踏まえた森林整備・保全の実施状況等について

■森林整備・保全の実施状況等について

間伐の実施で森林土壌の孔隙量が保持

（参考）森林整備による浸透能の向上効果

降
水
量

河
川
流
出
量

森林土壌によりピーク流出量は減少

膨潤な森林土壌

□大孔隙量

■中孔隙量

■小孔隙量

■微孔隙量

無間伐林

孔
隙
量
（㎜
）

間伐林

ヒノキ林

（参考）治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

間伐後の森林荒廃森
林

流木捕捉式治山ダムが流木を
捕捉した事例【熊本県球磨村】

治山ダムが山腹崩壊と土砂流出を軽減 し
た事例【大分県日田市】

・林野庁においては、山地災害や洪水被害が激甚化している中、これまでも、国土交通省と連携した流木対策や、氾濫河川上流域を対象とした
森林整備・治山対策に取り組んでいるところ。

・更に、今後気候変動がより一層激化する見込みであることを踏まえ、森林の有する土砂流出防止や水源涵養機能等の適切な発揮に向け、今後
の治山対策等の方向性を林政審議会等で議論しているところであり、「流域治水」の取組とも連携し、治山対策等を推進していく考え。

※服部ら「間伐林と無間伐林の保水容量の比較（2001）

※玉井幸治「森林の持つ『洪水災害の軽減機能』
について」山林第1635号（2020）

◇九州北部豪雨(H29.7）や平成30年７月豪雨を踏まえ、国土交通省と連
携した流木対策の実施や、尾根部崩壊・脆弱な地質地帯での土石流の発
生などに対応した治山対策の強化

【福岡県朝倉市】 【広島県東広島市】 【静岡県浜松市】

これまでの取組状況これまでの取組状況

今後の更なる取組方向今後の更なる取組方向

◇今後の気候変動の激化を見据え、森林の有する土砂流出防止機能
や洪水緩和機能の適切な発揮のための施策のあり方を検討し、
計画的に推進

※具体的な施策について、林政審議会や学識経験者からなる検討会
において検討中

◇令和元年東日本台風により広域で洪水被害が発生したことを踏まえ、
氾濫河川上流域における森林整備・治山対策の実施（令和元年補正予算）

０

100

200

300

400

500

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～
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氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 森林整備・治山対策

近年の豪雨を踏まえ流木対策の実施や、尾根部崩壊・脆弱な地質地帯での土石流の発生などに対応した治山対策の強化

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

森林整備・治山対策
大分森林管理署 　大分県
森林整備センター

R4年度～R7年度
区　分 対策内容 対　象 実施主体

工　　程

17



番匠川水系流域治水プロジェクト【位置図】（大分森林管理署）

○ 森林については、整備・保全を進めることにより、下流への土砂や流木の流出抑制や、土壌が保持されることにより水が浸透しやすくなることによる保水機能の維持や
向上を通じ、流域治水プロジェクトの関係施策として連携していく。

■流域における対策（令和３年度～７年度）
・治山事業
渓間工（治山ダム） １４基
山腹工 １４箇所

・森林整備
※森林整備については南部流域全体の数量(番匠川＋北川流域）
間伐については適時実施予定
更新（植付） 箇所（未定）
保育（下刈） 箇所（６８０．７７ha）
（除伐） 箇所（１９２．０５ha）
（つる切り） 箇所（１４０．３０ha）

間伐 箇所（ ha）

土砂を補足した治山ダム

間伐後の林内の様子

下刈後の様子

治山山腹工

■番匠川流域における大分森林管理署管轄
・国有林 ５，０９９ha
・官行造林 ４９１ha
計 ５，５９０ha

凡例

渓間工

山腹工
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R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

森林整備・治山対策
大分森林管理署 　大分県
森林整備センター

R4年度～R7年度
区　分 対策内容 対　象 実施主体

工　　程

■水源林造成事業による森林の整備・保全

番匠川流域における水源林造成事業地

番匠川流域

水源林造成事業地 番匠川

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない
箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
番匠川流域における水源林造成事業地は、約230箇所（森林面積 約5.3千ha）であり、流域治水に資する除間伐等
の森林整備を計画的に実施していきます。

針交混交林 育成複層林

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

水源林の整備
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ひじや

泥谷地区(H28台風16号）

かしわえ

柏江地区(H28台風16号）

柏江地区

泥谷地区
柏江地区（山裾排水路）

ひじや

かしわえ

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
■ 佐伯市では、平成３０年度に柏江地区、泥谷地区の基本設計を実施している。
■ 柏江地区は、令和３年度より堤防樋管工事及び山裾排水路工事を実施中。
■ 泥谷地区は、柏江地区整備後、県道改良に合わせて実施する計画としている。

21

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

R3年度

氾濫を出来るだけ防
ぐ・減らすための対策

内水被害対策 佐伯市

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度

20



※具体的な対策内容については、
今後の調査・検討等により変更
となる場合がある。

22流域における対策（砂防対策：大分県砂防課）

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

砂防対策 大分県

R4年度～R7年度
区　分 対策内容 対　象 実施主体

工　　程

番匠川水系（2級水系版）流域治水プロジェクト (R3,R4～R7)
～佐伯市内の２級水系流域における被害軽減に向けた流域一帯のハード・ソフト対策の推進～

津久見市

(急傾斜)丸ばえ地区
(砂防)丸ばえ川

(砂防)福泊川

(急傾斜)海崎２号地区

(砂防)坂の浦川支川

佐伯市

(急傾斜)河内地区

(砂防)竹野浦川3･4

(砂防)中村川1
中村川3

(砂防)奥川5

(砂防)丑ヶ谷川

(砂防)元越川

砂防堰堤等の整備 ９箇所

急傾斜地崩壊対策施設の整備 ４箇所

＜凡例＞

公民館

【砂防】福泊川

県道梶寄浦佐伯線

【砂防】中村川1

保全人家１３７戸

保全人家３８戸

(河川)畑の浦川

(急傾斜)小福良５地区

保全人家３５戸

【急傾斜】河内地区

丸ばえ川 丸ばえ地区
福泊川 海崎２号地区
坂の浦川支川 河内地区
奥川５ 小福良５地区
中村川１
中村川３
竹野浦川３･４
丑ヶ谷川
元越川

砂防堰堤の整備
急傾斜地崩壊対
策施設の整備
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

上浦方面 鶴見・米水津・蒲江方面

津久見市

佐伯市

・大分県森林保全課・森林整備室においては、今後気候変動がより一層激化する見込みであることを踏まえ、森林の有する土砂
流出防止や水源涵養機能等の適切な発揮に向け、「流域治水」の取組とも連携し、治山対策等を推進していく考え。

治山対策（長田地区：上浦）

渓間工（尾浦地区）

渓間工（長田地区）

山腹工（丸バエ地区）

渓間工（高坊地区）

渓間工（車地区）

治山対策（高坊地区：蒲江）

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

森林整備・治山対策 大分県

区　分 対策内容 対　象 実施主体
工　　程

R4年度～R7年度

番匠川水系（2級水系版）流域治水プロジェクト (R3,R4～R7)
～佐伯市内の２級水系流域における被害軽減に向けた流域一帯のハード・ソフト対策の推進～

流出抑制対策 森林保全課・森林整備室

22



■ 水源林造成事業による森林の整備・保全 流出抑制対策 森林整備センター

番匠川水系（２級）流域における水源林造成事業地

番匠川水系(２級)流域

水源林造成事業地

針交混交林 育成複層林

水源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない
箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁茂を促し、
森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
県管理の２級水系の流域における水源林造成事業地は、６箇所（森林面積 約281ha）であり、流域治水に資する除
間伐等の森林整備を計画的に実施していきます。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

R 3年度

氾濫を出来るだけ防ぐ・
減らすための対策

森林整備・治山対策 森林整備センター

工　　程
R4年度～R7年度

区　分 対策内容 対　象 実施主体

番匠川水系（2級水系版）流域治水プロジェクト (R3,R4～R7)
～佐伯市内の２級水系流域における被害軽減に向けた流域一帯のハード・ソフト対策の推進～
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番匠川流域における対策内容

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

被害対象を減少させるための対策内容
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R 3年度

被害対象を減少させる
ための対策

計画の策定・改定・実施 佐伯市（大分県）

R 3年度

被害対象を減少させる
ための対策

都市計画道路の見直し 佐伯市

区 分 対策内容 対 象 実施主体
工 程

区 分 対策内容 対 象 実施主体
工 程

R4年度～R7年度

R4年度～R7年度

■都市計画道路の見直し 佐伯市都市計画マスタープラン（H25）
未整備路線である都市計画道路3.4.23蛇崎門前線など
水害対策を考慮した計画の見直しを図り、早期実現を目指す。

もん ぜ

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

■佐伯市都市計画マスタープランの改定および佐伯市立地適正化計画の策定

未整備の都市計画道路の見直しや防災指針を示し、都市機能の誘導や居住施策等に
ついて水害対策を考慮した計画策定を目指す。

作成スケジュール

都市計画方針の検討・素案作成作業
（庁内関係部署協議、資料収集分析、国及び県協議等）

都市マス改定・立適策定
（都市計画の変更など）

確定作業
（市民説明会、審議会、議会説明等）

R2年度 R3・4年度 R5年度 R6年度

【構想案】
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番匠川流域における対策内容

番匠川水系流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～佐伯市民に愛される豊かな自然環境の保全と豪雨災害や東南海・南海地震対策を推進～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策内容

26

対策内容については、
令和５年度番匠川圏域大規模氾濫減災協議会の
「番匠川圏域の減災に係る取組状況」に掲載しており、
対策内容が重複するため、個別対策は省略しています。


